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紅
あか

く染まった
しらたかの夏。

　

朝
か
ら
弱
い
雨
が
降
り
続

い
て
い
た
６
月
23
日
、
紅
花

畑
に
〝
ぽ
つ
ん
〟
と
小
さ
な

紅
花
が
花
を
咲
か
せ
、
し
ら

た
か
の
夏
が
始
ま
っ
た
。

　

夏
至
か
ら
数
え
て
11
日
目

の
７
月
１
日
、
半
夏
生
の
こ

の
日
か
ら
「
紅
花
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｌ
ｓ
～
万
葉
か
ら
の
誘
～
」

が
あ
ゆ
ー
む
で
ス
タ
ー
ト
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
紅
花
染
め
の
美
し
い

紅
（
あ
か
）
に
天
蚕
の
生
糸

を
あ
し
ら
っ
た
振
袖
が
初
披

露
さ
れ
、
拍
手
と
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
会
場
に
響

い
た
。

　

さ
ら
に
同
日
、
山
形
鉄
道

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
も
紅
花

が
咲
き
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
て

出
発
す
る
列
車
に
た
く
さ
ん

の
人
が
手
を
振
っ
た
。

　

紅
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た

７
月
９
日
、
10
日
に
は
「
紅

花
ま
つ
り
」
が
町
内
３
会
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

十
王
八
卦
地
区
で
は
、
今
年

度
初
登
場
し
た
「
紅
花
娘
」

の
衣
装
を
着
て
、
写
真
撮
影

を
す
る
観
光
客
の
姿
も
。
今

ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
風

景
が
生
ま
れ
た
。

（上）白鷹町中山地内の紅花畑

１_ 職人の技術で、一枚一枚丁寧に紅餅

を作る佐藤さん　２_ 紅花に含まれる

たった１％の紅（あか）の色素を抽出し

て加工した紅餅　３_ 花弁を乾燥させた

乱花。伝統工芸品の深山和紙にも刷り込

まれる

　

紅
花
ま
つ
り
が
終
わ
る

と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
紅
花

畑
で
本
格
的
に
紅
花
摘
み
が

始
ま
っ
た
。
摘
み
始
め
る
の

は
夜
明
け
前
か
ら
。
何
百
㌔

も
の
紅
花
が
今
年
も
手
摘
み

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
摘
ん
だ
紅
花
は

町
内
の
職
人
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
日
本
の
紅
（
あ
か
）

へ
。
昨
年
、
日
本
一
の
紅
花

生
産
者
と
な
っ
た
佐
藤
良
司

さ
ん
（
中
山
）
は
、
紅
餅
を

作
り
な
が
ら
汗
を
ぬ
ぐ
い
、

「
今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
ら

い
豊
作
。
町
内
全
体
で
良
い

紅
花
が
育
っ
た
」
と
満
足
げ

な
表
情
を
見
せ
た
。

　

紅
花
生
産
量
日
本
一
の
白

鷹
町
。「
日
本
の
紅
（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
し
ら
た
か
の

夏
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

紅
花
と
人
の
手
に
よ
っ
て
、

紅
（
あ
か
）
く
染
め
ら
れ
た
。

３

２

１

特 集
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４_萩野大日堂の御堂で舞う子どもたち。花笠は、紅餅がザルに置かれ干され

ている様子をイメージしたもの　５_白鷹町と同じく、紅花をＰＲしている桶

川市のマスコットキャラクター「オケちゃん」（左）と「べにたかちゃん」（右）

が紅花まつりを盛り上げた　６_紅餅を使って染め上げる「紅花染め体験」は

大人気。アメリカから来たという留学生も伝統の紅花染めを体験した　７_紅

花染めの手ぬぐいをかぶり、かすりに前掛け、たすき掛けの紅花娘。その姿が

全国放送されるなど、一躍有名に　８_山形鉄道フラワー長井線紅花ラッピン

グ列車が、紅花シーズンに合わせて出発した

９_ 山形舞子による“本紅”

を使った紅差し　10_ 紅花

colors の最終日に公演され

た、劇団 I'M による詩劇「花

はくれない」　11_ 同じく、

オープニングセレモニーで初

披露された紅花先染め振袖

「万葉からの誘」。蚕桑小学校

の子どもたちが生産した繭

（まゆ）を、しらたか天蚕の

会が操糸した。染めを担当し

た小松寛幸さん（小松織物工

房）によって紹介された

４

５

６
７

８

９

10

11
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第 53回白鷹町小中学校及び
町民水泳大会の結果
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町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果町民水泳大会の結果
　【７月 28 日／白鷹町民プール】

　●各種目３位まで掲載。
　　※１'23"45 ＝１分 23 秒 45
　●（新）は大会新記録
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ま
ち
づ
く
り
座
談
会
開
催
中

皆
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
地
域
の

課
題
や
町
政
全
般
に
つ
い
て
ご

意
見
を
い
た
だ
く
「
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
」
が
、
７
月
19
日
の

鷹
山
地
区
を
皮
切
り
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
町
と
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
共
催

で
開
催
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
。
今
年
は
す
で
に
蚕
桑

地
区
を
除
く
５
地
区
が
終
了

し
、
延
べ
２
５
３
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
。
ま
ち
づ
く
り
複
合
施

設
や
、
空
き
家
、
少
子
化
・
人

口
減
少
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
詳
し
く
は
全
て
の
地
区
で

開
催
後
、「
広
報
し
ら
た
か
９

月
12
日
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
蚕
桑
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
は
８
月
19
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
蚕
桑
地
区

外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
男
女
年
齢

問
わ
ず
参
加
い
た
だ
き
、
多
数

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

の

　

７ 19 山 50人

７ 20 50人

７ 25 35人

７ 26 63人

７ 29 55人

８ 19 （ ）

友
好
広
が
る
パ
ス
を
つ
な
ぐ
―
―

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

　

町
と
観
光
友
好
都
市
で
あ
る

気
仙
沼
市
、
そ
し
て
姉
妹
都
市

で
あ
る
長
岡
市
栃
尾
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
、
し
ら
た
か
Ｆ
Ｃ
．
ホ
ー
ク

ス
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
よ
る
交
流
大
会
が
、
７
月

30
、
31
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
、
交
流
の
促
進
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た

の
は
各
地
域
の
小
学
２
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
52
人
。
初
対

面
し
た
初
日
は
、
バ
ブ
ル
サ
ッ

カ
ー
に
よ
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
夕
食
を
と
も
に
し
、
２
日
目

に
東
陽
グ
ラ
ン
ド
で
親
善
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
試
合
で
は
各

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
と

な
る
混
合
チ
ー
ム
を
結
成
。
各

チ
ー
ム
ご
と
に
円
陣
を
組
み
、

声
を
掛
け
合
っ
て
パ
ス
を
つ
な

ぐ
と
、
友
好
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け
て
整
備

を
進
め
て
い
た
町
ふ
る
さ
と
森

林
公
園
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
芝
の
養
生
期
間
を
経
て
、

６
月
26
日
に
同
所
で
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
は
９
ホ
ー
ル
２

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
施
工
面

積
は
１
万
１
９
２
０
平
方
㍍
。

式
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
第
11
回
白
鷹
町
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
親
睦
大
会
」
に
は
愛
好

者
約
80
人
が
参
加
し
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
上
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
コ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
―
―

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
竣
工
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第
56
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
が
７
月
22
日
～
24
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
創
立
２
年
目
の

白
鷹
中
学
校
が
各
種
目
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
県
内
の
強
豪

と
の
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、
東
北
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
団

体
・
個
人
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　　

第
56
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

創
立
２
年
目
の
白
鷹
中
が
大
健
闘

　

７
月
15
日
、
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁
の
秋
篠
宮
妃
紀
子

様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
平
成
28

年
度
山
形
県
赤
十
字
大
会
が
天

童
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
谷
川
建
設
株

式
会
社
が
社
資
功
労
法
人
と
し

て
金
色
有
功
章
を
受
章
。ま
た
、

青
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

荒
砥
高
校
３
年
の
丸
川
恵
利
花

さ
ん
（
横
田
尻
）
に
よ
る
体
験

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
丸
川
さ

ん
は
、地
域
赤
十
字
奉
仕
団「
こ

ぶ
し
会
」
と
の
炊
き
出
し
体
験

や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

約
１
０
０
０
人
の
参
会
者
を
前

に
堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
次
代
を
担
う
青

少
年
の
健
全
な
活
動
及
び
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
、
白
鷹
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
総
会
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

席
上
で
は
、
他
の
模
範
と
な

る
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
の

福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
東

根
小
学
校
児
童
会
と
、
鮎
貝

七
五
三
獅
子
舞
子
獅
子
連
の
会

長
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
伝

統
文
化
の
継
承
及
び
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
梅
津

一
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）
が
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
で
は
、
平
成
27

年
度
長
井
地
区
少
年
の
主
張
大

会
出
場
者
に
よ
る
発
表
と
、
エ

リ
ア
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
向
田
俊
一
氏
よ
り

「
い
じ
め
・
非
行
の
実
態
と
対

応
」
と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

鮎貝七五三獅子舞子獅子連 

会長　梅津一郎さん

東根小学校児童会長

黒澤千星さん

東
北
大
会
出
場
を
決
め
、
勢
い
に
乗

る
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

赤
十
字
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
目
指
し

平
成
28
年
山
形
県
赤
十
字
大
会
開
催

堂々と体験発表する丸川恵利花さん

【 】 ２

【 人】

２ （３年）

３ 　 年４ 100 （１年）菅原さ （２年）
（１年） （２年）

４ 50 形 （２年）

７ 200 （３年）
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の 28年 年 け

（年 ）

28年１ １ に

28年 の

さ ていない

※住民税が課税されている方に扶養さ

　れている場合や、生活保護の受給者

　などの場合は支給対象になりません。

28年 の の

28年５ の 年 もしく

年 を さ てい

※高齢者向け給付金を受給された場合は、

　支給対象になりません。　

１人に 　3,000 １人に 　30,000

町からのお知らせ

　

平
成
26
年
か
ら
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の

少
な
い
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
対
象
と
な
る
方
に
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給

者
の
方
を
対
象
に
、「
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」

を
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
先　

白
鷹
町
健
康
福
祉
課
福

　

祉
係
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
お
知
ら
せ　

支
給
対
象
と
思
わ
れ

　

る
方
に
は
、
８
月
下
旬
に
お
知
ら

　

せ
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

９
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
11
月
30
日
（
水
）

●
受
付
方
法　

申
請
書
及
び
必
要
書

　

類
を
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ

　

り
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
健
康

　

福
祉
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
福
祉
課
福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

□ 

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

　 
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
に
つ
い
て

【障がい者の虐待にかかわる届出や通報、支援の相談の受付】
健康福祉課福祉係　☎８６-０１１１

障害者虐待は以下の３種類に分かれています

❶養護者（家族）による虐待
❷障がい者福祉施設従事者等による虐待
❸使用者（事業主や同僚）による虐待

どんな行為が障害者虐待になるの？
【 】障がい者の体に暴行を加えたり、正当な理由がなく障がい者の  
　　　　　　　身体を縛るなど身動きのとれない状態にすること。
【 】障がい者に無理やりわいせつなことをしたり、させたりすること。
【 】障がい者に対する暴言や拒絶するなどの対応、不当な差別や言
　　　　　　　動により精神的な苦痛を与えること。
【 】障がい者を放置し、食事や入浴、洗濯、排泄などの世話や介助
　　　　　　　をほとんどせず衰弱させること。また、必要な福祉サービスや
　　　　　　　医療、教育を受けさせないこと。
【 】本人の同意なしに障がい者の財産や年金、賃金などを使うこと。
　　　　　　　また、障がい者に理由なく金銭を与えないこと。

虐待かな？と思ったらすぐにご連絡ください

虐待に気づいた人は、行政の担当窓口へ通報する義務があります。早めの対応
や支援が、虐待されている障がい者だけではなく、虐待している家族などが抱
える問題の解決にもつながります。

白鷹町障害者相談員
   を設置しています

　町では、身体障がい者

及び知的障がい者の福祉

の増進を図ることを目的

として、白鷹町障害者相

談員を設置しています。

身体障がい者や知的障が

い者、その保護者等から

のさまざまな相談に応じ

ます。

 金田　茂也さん

 土屋　平敏さん

 髙橋　直志さん

 金田　正子さん

【問い合わせ】

健康福祉課福祉係

☎８６- ０１１１

みんなで障がい者を虐待から守りましょう
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町からのお知らせ

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

　 ３年４ ２ か ９年４ １ に た

　 の を た の

人

　 和 51年４ ２ か ３年４ １ に た 　

　 の を し に１年

　 の

■試験日等
【第１次試験】

▽  いつ　９月 18 日（日）

▽  どこで　白鷹町健康福祉センター

▽  試験内容　専門試験（①一般枠の方のみ）・
　職場適応性検査・作文試験

【第２次試験】

▽  いつ　10 月中・下旬予定

▽  どこで　白鷹町健康福祉センター

▽  試験内容　面接試験
■申込書及び募集要項の請求方法
　白鷹町社会福祉協議会（健康福祉センター内） 
　で配布します。郵便で請求する場合は、封筒
　の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、
　返信用封筒（長形３号に 82 円切手を 貼り、
　宛先を明記したもの）を同封してください。
　また、社会福祉協議会のホームページ（http://
　www.shirataka-syakyo.com/）からもダウン
　ロードできます。

■申込方法
　申込書に必要事項を記入し、写真（３カ月以
　内に撮影したもので、タテ４cm ×ヨコ３cm
　・無帽・上半身・正面）を貼り、住民票抄本
　（本籍記載）、保育士証及び幼稚園教諭免許証
　の写しまたは資格取得見込証明書を添付して
　ください。郵送の場合は、必ず「簡易書留」
　により送付してください。
■受付期間

　８月９日（火）～８月 25 日（木）
　（ただし、土・日曜日、祝祭日を除く。）
※受付期間は、午前８時 30 分～午後５時
※郵送の場合は８月 25 日（木）必着
■申込先・問い合わせ
　社会福祉法人　白鷹町社会福祉協議会
　〒 992-0831　白鷹町大字荒砥甲 488 番地
　白鷹町健康福祉センター内　　
　☎８６- ０１５０

平成 29 年度採用  白鷹町社会福祉協議会職員募集

　

10
月
16
日
（
日
）
執
行
予
定
の
白
鷹
町
長

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し

し
、
届
出
書
へ
の
記
載
方
法
、
出
納
責
任
者

の
事
務
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

出
席
さ
れ
る
方
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の

方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　

９
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

３
階

　
　
　
　
「
大
会
議
室
」

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
85

－

６
１
２
０

□ 

白
鷹
町
長
選
挙

 「
立
候
補
予
定
者
説
明
会
」

     
を
開
催
し
ま
す

中央公民館
臨時休館のお知らせ

　８月 20 日（土）は、工事
による停電のため中央公民館
を臨時休館とさせていただき
ます。また、21 日（日）も
通常どおり休館となります。
利用者の皆様にはご迷惑をお
かけいたしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
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白鷹町の特産品を知る
天蚕観察会

　７月 22 日、蚕桑小学校３年生 25 人と鮎貝小学
校の３年生 26 人が、深山地区で天蚕の観察会を行
いました。
　これは、しらたか天蚕の会（会長 須田信一氏）が、
子どもたちに町の特産品を知ってもらおうと企画し
ているもの。児童たちは、天蚕の習性や家蚕との違
いついてを学習し、エサとなるクヌギの葉と同じ黄
緑色の天蚕を見てびっくり。初めは自分でなかなか
見つけることができない様子でしたが、しばらくす
ると「あっ、いた！」「こっちにもいる！」とあち
こちから声が上がり、興味深く観察していました。

　７月 10 日、西置賜地域１市３町の消防団員が操
法技術を競う山形県消防協会西置賜支部消防操法大
会が西置賜行政組合消防本部で開かれました。
　白鷹町からは、小型ポンプの部に１分団５部４班
と２分団１部４班、ポンプ車の部に１分団１部１班、
小型ポンプ積載車の部に２分団２部１班が出場。町
大会以降も継続して取り組んできた訓練の成果を披
露し、小型ポンプの部において１分団５部４班が２
位という結果を収めました。防災への意識が高まる
昨今、消防団員のこうした訓練の積み重ねが、地域
を守る力になっています。

　土田杯第 35 回学童軟式野球大会兼第 29 回ろう
きん杯学童軟式野球大会米沢地区予選会が 7 月 16
～ 18 日の３日間、八幡原野球場ほかを会場に開催。
白鷹リトルホークス野球スポーツ少年団が出場しま
した。
　置賜一円の25チームで競ったトーナメントでは、
連日の強い日差しに体力を奪われながらも準優勝
を収め、10 月に行われる県大会出場を決めました。
栗原秀紀監督は「指導者、団員、保護者みんなで試
行錯誤しながら作り上げてきたチームで、伸びしろ
はまだまだある。県大会に向け、今後も精一杯練習
に取り組んでいく」とコメントしました。

土田杯第 35 回学童軟式野球大会兼
第 29 回ろうきん杯学童軟式野球大会米沢地区予選会
白鷹リトルホークスが成長見せる

西置賜支部操法大会
早く正確な技術が地域を守る――

7/16 1回戦 対 窪田ウィングス（米沢市） 7-0 ○

7/17
2回戦 対 宮内ブルーアローズ（南陽市） 8-1 ○
準々決勝 対 ホワイトローズ（米沢市） 9-3 ○

7/18
準決勝 対 大塚北斗スターズ（川西町） 4-3 ○
決勝 対 東部グリーンファイターズ（米沢市） 4-7 ×
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　町土地改良区の主催による水利施設見学が、７月
11 日に蚕桑小学校で、７月 22 日に東根小学校で
行われました。　
　東根小学校では、４年生 15 人が長井市にある諏
訪堰頭首工から見学をスタート。一人ひとりがカメ
ラで写真を撮り、メモをとりながら施設の役割や歴
史を学びました。また、今回は初めて児童の保護者
も見学会に参加。参加した保護者からは「大人でも
知らないことを、子どもたちと一緒に勉強できる良
い機会だった」と好評。親子での施設見学は、来年
度以降も引き続き行われる予定です。

四季の郷駅夏の感謝祭
地域でつくる「七夕飾りまつり」
　四季の郷駅夏の感謝祭「七夕飾りまつり」（四季
の郷駅で楽しむ会主催）は７月２日、色とりどりの
七夕飾りで彩られた四季の郷駅で開かれました。
　５回目の開催となる今年は、駅周辺の福祉施設や
企業など 10 団体が出店。特設ステージでは、白鷹
太鼓鷹翔会の演舞や、赤坂のカイアマ智子さんの歌
が披露され、祭りをさらに盛り上げました。また、
７月１日にデビューしたばかりの山形鉄道フラワー
長井線紅花ラッピング列車も駅に到着し、会場に華
をそえました。

　ひがしね保育園では７月 14 日、町の伝統野菜で
ある「畔藤キュウリ」を使ったのり巻きづくりが行
われました。
　畔藤キュウリは、従来のキュウリと比べると約
1.5 倍大きく、いぼが黒いのが特徴。この日用意さ
れたのは、畔藤キュウリ種子保存会会長である新
野惣司さん（広野）から苗をいただき、農協青年部
の方の協力を得て園児たちが育てたもの。園児たち
は、はしを上手に使ってキュウリをご飯の上に乗せ
ると、くるくると巻いて「うまくできた！」と満足
げな表情を見せました。生産者の数こそ減っている
畔藤キュウリですが、地域に残る伝統野菜はこのよ
うにして後世へと伝えられています。

地域に根付く伝統野菜を食す
畔藤キュウリでのり巻き作り

町内小学校で水利施設見学会
田んぼに水が入るまでを学ぶ
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降
っ
て
心
細
く
成
り
友
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

細
腕
が
剛
腕
屠
る
口
の
技　
　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

年
寄
り
が
い
て
細
々
と
田
が
残
り　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

得
意
技
趣
味
で
小
細
工
作
る
爺　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

細
く
な
っ
た
手
足
に
人
生
重
ね
見
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 細 ―　　 

次回「大」八月二十五日まで。　「輪」九月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

協
力
隊
の
石
井
で
す
。
皆
さ
ん
７

月
は
お
忙
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
私
も
負
け
じ
と
イ
ベ
ン
ト
を
二

つ
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
や
ま
ぎ
わ
市
場
と
音
楽
会
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
て
、
常
福
院
と
安

楽
院
の
歴
史
と
仏
像
を
紹
介
し
ま
し

た
。
20
～
40
代
の
参
加
者
が
多
く
、

文
化
と
人
々
の
楽
し
み
が
見
え
て
き

て
面
白
い
！
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

蚕
桑
地
区
外
で
す
が
、中
山
寺（
中

山
）
の
置
賜
三
十
三
観
音
を
調
査
し

ま
し
た
。
中
山
地
区
の
方
に
仏
像
の

施
主
は
誰
の
ご
先
祖
か
と
お
聞
き
し

て
、
史
談
会
の
重
鎮
達
に
崩
し
字
を

読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
三
十
三
観
音
は
明
治
13
年
に
作

ら
れ
、
施
主
は
87
人
お
り
、
う
ち
57

名
の
子
孫
の
名
前
と
現
住
所
が
分
か

り
ま
し
た
。
１
３
６
年
も
前
の
事
を

記
憶
し
て
い
る
の
は
地
域
に
根
差
し

て
生
き
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
で
、
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

白
鷹
町
に
来
て
早
８
ヶ
月
、
よ
う

や
く
皆
さ
ん
に
調
べ
た
事
を
お
話
し

し
た
り
、
一
緒
に
調
査
を
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
活
動
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
！

　２つのイベントを
　開催しました

地域おこし協力隊　石井紀子

地
域
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
若
い
世
代
が
身
近
に

い
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

内
容
は
、
仏
像
の
作
り
方

や
、
紹
介
し
た
仏
像
が
作
ら

れ
た
江
戸
時
代
後
期
に
お
け

る
山
口
区
の
農
作
物
の
収
穫

量
や
出
羽
三
山
信
仰
お
よ

び
、
米
沢
藩
の
財
政
改
革
な

ど
を
通
覧
す
る
と
、
豊
か
な

　２つのイベントを　２つのイベントを

第６回

地域おこし協力隊通信
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５- ６１２０

町長交際費町長の主な動静 ７月 ７月
月　日 行　　事　　名

住

所

の の

月　日 行　　事　　名

の

  

よつばこども園
子ども俳句「なつまつり」

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

　夏の子どもの楽しみは、お祭りです。お祭りで子ど

もが欲しがるものが、「かき氷」と「わたあめ」でしょ

う。かき氷やわたあめは、氷や砂糖が変身するところ

に夢があるのでしょうか。どちらも甘い味ですね。

「かきごうりキーンときたけどあまいあじ」

「かきごうりサラサラサラとゆきがふる」

「わたあめはちっちゃくなってもまだあまい」

「ふわぁふわぁのわたあめなめたらとけちゃった」

●13　　 広報しらたか　2016. ８. ９



　
「
高
玉
芝
居
」
を
、
芝
居
発
祥
の
地
で
あ

る
瑞
龍
院
で
上
演
し
ま
す
。
ま
た
、
上
演
前

に
瑞
龍
院
本
堂
、
龍
門
文
庫
、
祈
祷
所
、
稲

荷
本
殿
を
公
開
し
、
案
内
人
に
よ
る
見
学
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

　

午
後
２
時　

瑞
龍
院
本
堂
等
案
内（
無
料
）

　

／
午
後
５
時　

開
場
／
午
後
５
時
30
分　

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
舞
踊
／
午
後
６
時　

　

芝
居
上
演
／
午
後
９
時　

終
了

●
入
場
料

▽
前
売
券　
　
　

１
０
０
０
円

▽
当
日
券　
　
　

１
２
０
０
円

▽
後
援
会
員
券　
　

５
０
０
円

※
全
て
缶
ビ
ー
ル
ま
た
は
お
茶
、
焼
鳥
付
き

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

●
前
売
券
販
売　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
主
催　

高
玉
芝
居
瑞
龍
院
上
演
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　
蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

☎
85

－

２
１
５
３

　当日は車で瑞龍院へは入れませんので、バス及び駐車場をご利用ください。

しの （ ２ か ）

　 の   

の （い も ３ 30 ４ 30 ）

【 】 3 3 藤 （ 山） 3 3 山 3

             3 3 （ 高 ）       

【 】 3 3 山の か 3 3 3

             3 （ ） 3

             1 の

【 】 3 3 3 3

の も の 出 とな

９
月
18
日 
日

上
演
：
午
後
６
時
～
（
雨
天
決
行
）

会
場
：
瑞
龍
院
境
内
（
高
玉
芝
居
発
祥
の
地
）

演
目
：「
松
竹
梅
三
兄
弟
の
五
月
の
仇
討
」

高
玉
芝
居 

 
 

瑞
龍
院
上
演

地域包括支援センター ℡86-0112

　８ 75 の と しの

に たっし を し

に し

「おたっしゃ訪問」
のお知らせ

「救急医療情報キット」とは、「かかりつけ医」、「薬剤情報提供書（お薬の説明書）」、「保

険証番号」、「病名」等の医療情報の記入用紙を入れ、冷蔵庫に保管できる筒状の入

れ物です。ご家庭にある冷蔵庫に保管することで、緊急時に救急隊員等が駆けつけ

た際に探す手間が省け、迅速な救命活動ができるようになります。

「救急医療情報キット」とは、「かかりつけ医」、「薬剤情報提供書（お薬の説明書）」、「保

険証番号」、「病名」等の医療情報の記入用紙を入れ、冷蔵庫に保管できる筒状の入

れ物です。ご家庭にある冷蔵庫に保管することで、緊急時に救急隊員等が駆けつけ

対　象　75 歳以上（平成 28 年 4 月 1 日現在）のひとり暮らしの方

訪問員　地域包括支援センターでお願いする看護師や保健師

回　数　お一人に対し 1 回訪問します。

内　容　「救急医療情報キット」を配布し、活用方法や保管方法などを説明　
　　　　し（昨年訪問した方には医療情報の再確認や修正を行います）、健　
　　　　康状態や日常生活についての相談や福祉サービスを紹介します。

命
を
救
う
情
報

　
　
を
こ
の
中
に
！
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.39The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【 い わ 】 　

　　　高 な の

　　　 し く

　　　出 の

に んと

をと と と

　　　 高い

　　　し い に くなった

　　　 いな の に

いの に

わ とも

の

　

し

い た く

わ い

しい

の

を

わ の もも

　の け な を

くな なけ

　

い

なんとなく か

しい

けい ん か

しい ない

っ に けない

に

　 を

　　

高齢者≫暑さやのどの渇きを感じにくく、また熱を体の
外に逃す機能が弱くなる⇒のどが渇かなくとも意識して
水分補給しましょう。適度な運動で体力をつけましょう。
子ども≫汗をかく能力や体温を調節する能力が未熟で、
身長が低いため地表面からの暑さの影響を受けやすい
⇒家族など、まわりの人が顔色や汗のかき方を十分にみ
て、顔が赤く、ひどい汗をかいているときには涼しい場
所で休ませましょう。自由に水分補給できるように準備
し、こまめに休息・水分補給タイムをもうけましょう。
　

　

　

　

　

　

　

　

●手洗い　

調理前、食事前、トイレの後、

動物に触れた後は、石けんで

丁寧に手を洗う

　

●買い物

・消費期限を確認する

・肉や魚などの生鮮食品や冷

　凍食品は最後に買う

・肉や魚などは汁が他の食品

　に付かないようにビニール

　袋に入れる

・寄り道をしないで、すぐに

　帰る

●調理前の準備

・野菜などの食材は流水でき

　れいに洗う

・生肉や魚などの汁が、果物

　やサラダなど生で食べるも

　のや調理の済んだものにか

　からないようにする

・生肉や魚、卵を取り扱う前

　後には、必ず石けんで手を

　洗う

・冷凍食品の解凍は冷蔵庫や

　電子レンジを利用し、自然

　解凍は避ける

・使用後のふきんなどはよく

　洗い、しっかり乾燥させる

・使用後の調理器具は洗った

　後、熱湯をかけて殺菌する

●家庭での保存

・冷蔵や冷凍の必要な食品は、

　持ち帰ったらすぐに冷蔵庫

　や冷凍庫に保管する

・肉や魚はビニール袋や容器

　に入れ、他の食品に肉汁な

　どがかからないようにする

・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍

　庫は -15℃以下に保つ

・冷蔵庫や冷凍庫に詰めすぎ

　ない

●残った食品

・清潔な容器に保存する

・食べるときは十分に加熱する

・時間が経ちすぎたものは思

　い切って捨てる

●食事

・清潔な食器を使う

・作った料理は、室温に長時

　間放置しない

食中毒かな？と思ったら…

は に と に お

ち に ご めには く

と と と う
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７

10

24

１

３ 出し

５ し出し

７ とし

10 し出し

11 し出し

15
９ 　２ ５

しらたか４Ｒ情報
～ごみ減量  できることから  はじめよう～

問　町民課くらし環境係　☎８５-６１３１

ｅｆｕｓｅ
ｅｄｕｃｅ
ｅｕｓｅ
ｅｃｙｃｌｅ

　 た の を ってた

くさんの を し な

に た な をしてい

の な

の を に い く

の を 出

の を

出して した の

な た の の ん

ん ていく

の に って

の に

け ん

の の

く ん いく も

　 の してい

人 と を

と て と

も と と の

な に な

わたした に

に と

問

　

　

　

　
　

　

Ｒ
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

暑さからくる気のゆるみや疲労が原因で居眠り、ぼん

やり状態になりやすい時期。

● 疲れたらこまめな休憩を取りましょう。

● 前をよく見て運転に集中しましょう。

● スピードを控えましょう。

● 全席シートベルトを確実に着用しましょう。

● 飲酒運転は犯罪です。絶対しない！

家族旅行、夏祭り、買い物など外出の機会が多く被害に遭わない

ように要注意。

● 戸締りしっかり、カギをかけましょう。

● 自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

● 車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、カバンや貴

　重品は車内に置かないようにしましょう。

● 地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で住み良い地域にしましょう。

交通事故防止のために！

身近な犯罪等の防止のために！

年 代 別 注 意
30 歳未満ドライバーへ
①速度出しすぎ注意　
②金・土・日は油断大敵30 ～ 40 歳代ドライバーへ①週末の観光・ドライブに注意　②カーブは要注意

50 ～ 60 歳代ドライバーへ①日曜日、月曜日の運転は慎重に　②直線道路は、わき見・考え事注意70 歳以上のドライバーへ①低速でも注意　
②買い物、通院等は慎重に

（交通事故発生率より）

　　 危険！夏型事故

特   徴

１．国道等の幹線道路での死亡事故が多い。

２．暑さや疲れからくる居眠り・ぼんやり運転が原因。

３．正面衝突、電柱への衝突等の単独事故が多く、重

　　大事故に発展しやすい。（複数人数死亡事故など）

大 変 危 険 ！

繰り返すうちに重大事故に…

黄色信号から赤信号に変わる瞬

間に、勢いに任せて信号無視す

る人がいます。

　皆さんは安全運転で交差点通

過していますか？

　『次の青信号まで待つゆとり』

を持って交差点事故を防ぎま

しょう。
 

《
婚
活
応
援
室
》

　
　○

８
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

８
月
17
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

○
９
月
の
開
催
日

　

９
月
21
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２
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聰
明
会
「
夏
祭
り
」

＊
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

＊
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
い
つ　

８
月
20
日
（
土
）

　

午
後
５
時
～
７
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園　

正

面
広
場
（
雨
天
時
…
白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
施
設
内
）

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
・
焼
き
と
り
・

豆
腐
田
楽
・
ジ
ュ
ー
ス
等

▼
催
し
物　

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
演
奏

・
尺
八
・
お
ど
り
等

※
こ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や

手
作
り
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

☎
85

－

５
６
７
８

　
　

画
家
　
別
府
忠
雄

　
「
薔
薇（
ば
ら
）」
展

　
町
内
出
身
の
画
家
、
別
府
忠
雄
さ

ん
が
描
い
た
薔
薇
の
絵
画
を
期
間
限

定
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間　

９
月
30
日（
金
）ま
で

▼
展
示
場
所　

木
林
森
カ
フ
ェ

▼
観
覧
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

木
林
森
カ
フ
ェ　

☎
87

－

０
０
３
３　

　
　
町
芸
術
祭
「
芸
能
ま
つ
り
」

　   

出
演
者
募
集

　

第
46
回
白
鷹
町
芸
術
祭
を
10
月
29

日
・
30
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

町
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
そ
の
中

の
「
芸
能
ま
つ
り
（
ス
テ
ー
ジ
公
演

部
門
）」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
部
門
の
募
集
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
30
日
（
日
）

　

午
後
12
時
～
（
予
定
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
「
ホ
ー
ル
」

▼
出
演
料　

１
０
０
０
円

▼
出
演
内
容　

芸
能
で
あ
れ
ば
何
で

も
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
演
時
間
は
５
分
間
で
す
。

　

ま
た
、
国
際
文
化
交
流
の
一
環
と

し
て
、
海
外
芸
能
を
発
表
さ
れ
る
方

も
募
集
い
た
し
ま
す
。（
出
演
料
無
料
）

▼
募
集
締
切　

８
月
31
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

事
務
局
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）

☎
85

－

６
１
４
６

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
の
ご
案
内

「
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

　

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

▼
い
つ　

８
月
21
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
コ
ー
ス　

最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
（
約
７
キ
ロ
コ
ー
ス
）

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
お
や
つ
、
雨

具
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

２
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

９
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

８
月
９
日
（
火
）
～

８
月
22
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
28
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
の

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

１
戸

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

募
　
集
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降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま

　

た
は
准
看
護
士
資
格
を
有
す
る
方

【
機
能
訓
練
指
導
員
】
昭
和
36
年
4

　

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士

　

資
格
を
有
す
る
方

【
介
護
員
及
び
支
援
員
】
昭
和
54
年

　

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日　

９
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
内
容　

作
文
、
面
接

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
光
園　

▼
申
込
期
限　

9
月
15
日（
木
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園
内
）

〒
９
９
２

－

０
８
３
１　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３
７
７
番
地　

☎
85

－

１
５
１
１ 

　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
職
員

　
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容　

消
防
士　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

⑴
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方
。（
た
だ
し
、
現
に
救
急
救

　

命
士
の
免
許
資
格
を
有
す
る
方
、

　

ま
た
は
平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で

　

に
当
該
免
許
資
格
を
取
得
見
込
み

　

の
方
で
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
方
も
可
。）

⑵
そ
の
他
、
業
務
に
必
要
な
身
体
要

▼
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

２
万
４
千
円
～
4
万
７
１
０
０
円

▼
区
分　

特
目
用（
高
齢
、障
害
者
用
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

▼
入
居
時
期　

10
月
上
旬

▼
募
集
期
間　

８
月
16
日
（
火
）
～

22
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

ま
で

▼
受
付
場
所　

山
形
県
置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

県
営
住
宅
指
定
管

理
者　

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

　
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容

・
看
護
員　
　
　
　
　
　

２
名

・
機
能
訓
練
指
導
員　
　

１
名

・
介
護
員
及
び
支
援
員　

３
名

※
当
会
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
等
で
の
介
護
職
を
介
護
員
、
障

　

害
者
支
援
施
設
等
で
の
利
用
者
支

　

援
職
を
支
援
員
と
呼
ん
で
お
り
、

　

相
互
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

【
看
護
員
】
昭
和
36
年
4
月
2
日
以

　

件
あ
り

※
い
ず
れ
も
採
用
後
、
長
井
市
、
小

　

国
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
に
居
住

　

予
定
の
方

▼
試
験
日　

９
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部

▼
試
験
内
容

【
第
１
次
試
験
】
教
養
試
験
（
高
校

卒
業
程
度
）・
適
性
検
査
（
筆
記
）・

体
力
試
験

【
第
２
次
試
験
】
作
文
試
験
・
人
物

試
験
（
集
団
及
び
個
別
面
接
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　
　

８
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
12
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
休
日
を
除
く

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
申
込
書
交
付
場
所　

西
置
賜
行
政

組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、

消
防
署
各
分
署

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
消
防
本

部
庁
舎
内
）

〒
９
９
３

－

０
０
４
２　

長
井
市
平
山
４
４
６
０　

☎
88

－

４
３
３
６

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容

・
初
級
行
政　

若
干
名

・
初
級
機
械　

若
干
名

・
消
防
士　
　

６
名
程
度

▼
受
験
資
格

【
初
級
行
政
及
び
初
級
機
械
】
平
成

　

４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
消
防
士
】
次
の
全
て
を
満
た
す
方

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
後
、
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高

　

畠
町
、
川
西
町
に
居
住
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
車

　

限
定
を
除
く
）
を
有
す
る
方
ま
た

　

は
取
得
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日（
日
）

▼
第
１
次
試
験
会
場　

置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
、
26
日

（
月
）
に
米
沢
市
営
体
育
館
で
行
い

　

ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　

８
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
９
月
９
日
（
金
）

▼
申
込
書
交
付
場
所　

①
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

　

総
務
課
、 

消
防
本
部
及
び
各
消
防
署

②
置
賜
地
域
の
市
役
所
及
び
町
役
場

　

の
企
画
担
当
課

③
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
.okikou.or.jp/toppage.

　

htm
）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか
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毒
が
多
い
の
で
、
誤
っ
て
食
べ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

き
の

の

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
同
じ
よ
う
な
き
の
こ
が
生
え
て
い

　

て
も
、
そ
れ
と
似
た
毒
き
の
こ
が

　

混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
採
る
と
き
も
食
べ
る
前

　

に
も
、
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
廃
棄

　

し
ま
し
ょ
う
。

④
安
易
に
お
す
そ
分
け
は
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」「
毒
き
の
こ
は
美
し
い
」

　

「
虫
の
食
べ
た
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
、
科

　

学
的
根
拠
の
な
い
迷
信
で
す
。
気

　

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
保

健
福
祉
環
境
部
（
置
賜
保
健
所
）
生

活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
４
０

　
　　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
よ
り
歯
周
疾
患
検
診
の

　
お
知
ら
せ

　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
昭
和
15 

年
４
月
１
日
か

ら
昭
和
16 

年
３
月
31 

日
に
生
ま
れ

た
方
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
口
の

健
康
を
確
認
す
る
た
め
の
歯
周
疾
患

検
診
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
方
へ
は
、
平
成
28 

　

年
７
月
29 

日
付
で
受
診
券
・
受

　

診
票
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
紛

　

失
等
さ
れ
た
場
合
及
び
不
明
な
点

　

が
あ
る
場
合
は
、
山
形
県
後
期
高

　

齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
給
付

　

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
給
付
係

☎
０
２
３
７

－

84

－

７
１
０
０

　
▼
い
つ　

９
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時
10
分

（
昼
12
時
30
分
～
受
付
）

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
内
容　

①
講
演
「
職
場
に
お
け
る
雇
用
管
理

　

の
実
際
」
～
誰
も
が
働
き
続
け
た

　

い
と
思
う
会
社
を
め
ざ
し
て
～

【
講
師
】
庄
司
浩　

氏
（
㈱
キ
ュ
ー

　

ピ
ー
あ
い　

代
表
取
締
役
社
長
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

～
「
障
が
い
者
」

　

の
就
労
を
支
え
る
～

▼
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総

務
課
（
職
員
採
用
試
験
担
当
）

〒
９
９
２

－

０
０
１
２　

米
沢
市
金

池
三
丁
目
1
番
５
５
号

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

　　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等
の

　
相
談
会

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

第
３
研
修
室

▼
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
※

基
本
的
に
は
予
約
優
先
で
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
優　

安
達　

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

　
　
き
の
こ
食
中
毒
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

山
形
県
は
、
平
成
24
年
か
ら
き
の

こ
食
中
毒
の
発
生
件
数
が
全
国
で
一

番
多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に
よ
る
食
中

▼
主
催　

山
形
労
働
局
／
社
会
福
祉

法
人
山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団
置
賜

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

／
置
賜
地
域
障
害
者
就
労
活
動
活
性

化
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
お
き
た
ま　

☎
88

－

５
３
５
７

　

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方

　
を
応
援
し
ま
す

　

山
形
県
内
で
正
社
員
を
希
望
す
る

求
職
活
動
中
の
非
正
規
労
働
者
、
求

職
者
を
対
象
に
、
研
修
や
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
職

場
定
着
支
援
ま
で
を
一
体
的
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
18
日
・
25
日
・
９
月

１
日
・
15
日
・
29
日（
全
て
木
曜
日
）

①
午
後
１
時
30
分
～
②
午
後
３
時
～

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
西
大
通
り
）

▼
対
象　

45
歳
未
満
の
求
職
活
動
中

の
非
正
規
労
働
者
及
び
求
職
者

▼
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社　

☎
０
２
３

－

６
３
３

－

５
６
０
８

　

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　

特
許
や
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
に

お
し
ら
せ

関
す
る
悩
み
や
課
題
の
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

特
許
や
商
標
な
ど
の

出
願
手
続
き
方
法
や
費
用
／
先
行
技

術
や
先
願
商
標
の
調
査
方
法
／
知
的

財
産
権
に
よ
る
技
術
等
の
保
護
手
段

／
知
的
財
産
権
で
保
護
を
図
り
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

▼
窓
口
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
料　

無
料
（
秘
密
厳
守
）

■
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
山

形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

お詫びと訂正

　「広報しらたか７月 12 日号」4 ペー
ジの「平成 28 年度消防関係者表彰者」
の記事内で誤りがありました。下記の
とおり訂正してお詫びします。

永年勤続退団者表彰（勤続 20 年以上）

（誤）川村　朋広 →（正）川村　朋弘

「
第
17
回
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ

　
ー
in
お
き
た
ま
」

～
は
た
ら
く
・
く
ら
す
を
支
え
る
～
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山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

１
日
体
験
入
学

多数の参加を

お待ちしています！

９月３日  土

 午前９時～ 11 時
［受付］８時 30 分～８時 55 分

内容（予定）

▼  ９：00 ～   9：50
　全体会（生徒会による
　学校ＰＲ・総合学科の
　説明など）　　 

▼  10：00 ～ 10：45
　系列別体験授業　　

▼  10：45 ～ 10：55
　アンケート記入　　　
　　　

★当日は

　を持参のうえ、

　 か お入りください。

★駐輪場・駐車場は体育館

　前に準備してあります。

　
中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
！

　

は
、

25
年

に

、

年

４
年

し
た
。

と

と

た
い

に

た

の

。

の

、

に

た

し
、

し

い
き

。

た
、

だ

く
、

に
は

。

の

の

さ

に

い
た
だ

く
た

に

１

し

。

の

し

お

の

、

の

い

に

い

し
、

の

に
し

い
た
い
と

い

。

の
方

に

方
の

い
た
し

。

、

に
お
い

く
だ

さ
い
。

　 では、 の 業 を に れた の を るた

の を ています。 のた 、 では、 年

に の を 、 一 と の を ます。

　平成 28 年度より系列名称・教育課程を改訂し、荒砥高校の総合学科で

の学びがさらにパワーアップしました！

文理総合系列

の みに

とらわれ 、 の

や に

て を 、

い を に け

る。 や 、

の 、

を す。

福祉・生活系列

な から

と に いて

な や を

、地 に する

を に ける。

の や

の を

す。

ビジネス・教養系列

に いて

とされる な

を 、

を 、

地 に する

を に ける。地

業 の や、

の を す。

山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

１
日
体
験
入
学

多数の参加を

お待ちしています！「夢」が
ある　「希

望」があ
る

　「輝く未
来」がこ

こにある
！

系列名称・教育課程を改訂しました！
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▲大山顕『りんくう』（大阪のジャンクション）

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
83
vol.
83

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

９月までの休館日
8/15（月）・22（月）・29（月）
9/5（月）・12（月）・20（火）・26（月）

●
大
山
顕

つ

い
▼

9
月
2
日

金
（

）
10

月
23
日

日
（

）
前
午

9

後

7
時

で
こ
ど
▼

日
館
休
▼

が
日
曜
月
（
日
曜
月

）
日
翌
の
そ
は
合
場
の
日
祝

▼

人
個
般
一

料
覧
観

0
0
5

円

生
校
高
・
生
学
大

0
0
2

円

下
以
生
学
中

料
無

セ
流
交
化
文
町
鷹
白

催

主
▼

影
撮
を
」
帯
築
建
火
防
「
む
含
を券

1

作
た
し
と
口
１
券
募
応
を
枚

つ

い
▼

8
月
18
日

木
（

）
28

日

日
（

）
前
午

9

後
7
時

で
こ
ど
▼

日
館
休
▼

8
月
22
日

月
（

）

▼

料
無

料
覧
観

セ
流
交
化
文
町
鷹
白

催

主
▼

年
周
百
立
創
の
校
学
小
王
十
旧昭

（

和
54
年
5

の
業
事
念
記
の
）
月

工
場
・
団
地
・

物
造
構
木
土

展
真
写

●

苗
早
田
打「

学
小
の
昔

生
」展

●
レ
コ

ド
コ
ン
サ

ト

つ

い
▼

8
月
27

8
月
28

後
2
時
30

分

午
後
4
時

）
も
と
日
両
（

▼▼

料
無

料
場
入

化
文
町
鷹
白

せ
合
問
・
催
主
▼

※

）
可
場
退
入
中
途
（
要
不
込
申

容

内
▼

生
常
日
た
し
と
心
中
を
活
生
校
学

数
30

10
月
22

２
後
午
）
土
（
日

時
よ
り

顕
山
大

ト

ク
シ

827828

詞
作
輔
六
永
・
悼
追

と
お
い
い
ろ
い
ろ
い・

45

か
ほ

※

方
は
学
生
証
・
生
徒

の
下
以
生
学
大手

帳
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.  

 

 

誰
で
も
無
理
な
く
で
き
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
心
者
大
歓
迎
！

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

無
料
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
毎
週
金
曜
日

・
昼
コ
ー
ス

午
後
２
時
～

・
夜
コ
ー
ス

午
後
７
時
30
分
～

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
対
象

ど
な
た
で
も

 

 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
ラ
テ
ン
、
モ
ダ
ン
の

基
本
ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
ダ
ン
ス
！

月
１
回
は
、
プ
ロ
講
師
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

毎
週
木
曜
日

初
心
者
コ
ー
ス
午
後
６
時
30
分
～

中
級
者
コ
ー
ス
午
後
７
時
30
分
～

中
央
公
民
館
大
会
議
室

第
4
木
曜
は
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

大
人

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」会長 岡田 明

白鷹町武道館内  
-    

-     
ホームページ  
「ゆめスポ

しらたか」

で検索。または、

 
 

 

 

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
に
向
け
て
走
ろ
う
！

走
る
こ
と
が
得
意
な
人
も
得
意
で
な
い

人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
、
目
標
に
合
わ

せ
て
走
り
ま
す
！

気
軽
に
体
験
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
日

毎
週
月
曜
・
水
曜

▼
時
間

午
後
６
時
30
分

～
７
時
50
分

▼
活
動
場
所

荒
砥
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象

小
学
校
４
年
生
以
上

▼
指
導

白
鷹
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ

▼
持
ち
物

水
分
、
走
れ
る
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

 

ヨ
ガ
は
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く

運
動
経
験
が
な
い
方
で
も
始
め
や

す
く
、
続
け
や
す
い
で
す
。

▼
い
つ

８
月
22
日
（月
）

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
」

指
導
者

秋
葉

裕
子

氏

▼
い
つ

９
月
12
日
（月
）

「
ア
ロ
マ
ヨ
ガ
」

指
導
者

今
野

恵

氏

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

東
陽
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

会

員

５
０
０
円

非
会
員

８
０
０
円

▼
対
象

ど
な
た
で
も
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 7/1 ～ 7/31 届出】

住 所 父母の名 子の名

鮎　貝 小口 智 貴
たか

　大
ひろ

千夏

鮎　貝 高橋 淳 萌
めみ

恵

広　野 新野 武彦 洸
こう

　太
た

あけみ

山　口 石橋 一也 耀
よう

　太
た

早織

佐野原 竹田 良則 愛
あい

　里
り

友香

十　王 村山 孝行 翔
しょう

　太
た

優子

菖　蒲 小関 悠司 悠
ゆう

　悟
ご

真梨子

浅　立 鈴木 奨平 みのり美和

箕和田 土屋 吉広 陽
ひ な の

菜乃歌菜江

中　山 三戸部 信之 琥
こ

　珀
はく

麻依子

萩　野 松田 泰 理
り お な

央奈優子

 住 所　　   　氏　名      年齢

畔　藤　  大　木　貞　夫　 80
山　口　  吉　村　よ　つ　 98
鮎　貝　  小　林　キミエ 　89
高　玉　  渡　部　長　子 　87
畔　藤　  安　部　榮　三 　85
菖　蒲  　小　関　金　吾　 88
佐野原　  竹　田　秋　雄 　86
滝　野　  齋　藤　邦　男 　66

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

菅原 和
わ か な

奏さん　

山形北高校３年（畔藤）

声楽をもっと勉強して

たくさんの人に

歌を届けたい

「選手にとって、 とても大切な日に歌うことができて光栄でした」

　今年の全国高等学校野球選手権山形大会の開会式において、 国歌 「君

が代」 独唱を披露した和奏さん。 大勢の人の前でもあまり緊張しないタイプ

で、 当日は 「リラックスして気持ちよく歌えた」 と振り返ります。

　和奏さんの声種はソプラノ。 今はクラシックの曲に多いイタリア語の発音の

練習や歌詞の意味を理解することで、 歌の表現の幅を広げていると言いま

す。 ３年生となった今年は歌う曲も増え、「今は音楽のことで頭がいっぱいで、

ほかのことにあまり興味がありません」 と苦笑い。 今後については 「まずは

音大に進んで声楽をもっと勉強したい。 たくさんの人に自分の歌を聞いても

らいたいので、 将来はオペラの舞台にも挑戦したいです。 そして、 ゆくゆく

は声楽の指導者としての道も考えています」 と目を輝かせました。

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

♥
♥
♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

鈴　木　伸　吾　 　荒砥乙
田井地　　彩　 　　長井市

梅　津　哲　弥　 　萩　野
佐　藤　　綾　 　　長井市

髙　木　直　人　 　十　王

川　井　かな子　 　広　野

高　岡　  熊　坂　　　雄 　95
山　口　  安　部　昭　二 　89
山　口　  内　山　義　德 　70
高　岡　  大　瀧　よ　う　 90
広　野　  新　野　金　子 　85
滝　野　  鈴　木　光　男 　85
中　山　  大　滝　已　三 　87
鮎　貝　  和　田　チ　ノ 　94
畔　藤　  　　地　榮四郎 　87
荒砥甲　  加　藤　達　男 　92
横田尻　  鈴　木　ゑ　つ 　93
鮎　貝　  小　口　も　　 　87
横田尻　  土　屋　良　子 　76
畔　藤　  小　形　昭　一 　89
浅　立　  高　橋　　清 　　67
山　口　  長谷部　彦　次 　86
横田尻　  小谷部　義　彌 　88
十　王　  樋　口　辰　夫 　90
荒砥甲　  岩　崎　良　己 　76

蔚

 　87

表紙の写真

　紅花摘みは、花や葉が夜露に濡

れて、まだトゲが柔らかい朝方に

行われます。これは、400 年前と

変わらぬ手作業で、一輪一輪手摘

みされます。夜明け前の静寂に包

まれた紅花畑の中で、黙々と紅花

を摘み取る光景は、白鷹町ならで

はの夏の風物詩です。

（写真：十王八卦地区）
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N
o
.1

1
9
0

2016-8-9
広
報
し
ら
た
か

らたかは を ています。

 に   

 　 ん く

   を た の

   さにな

 い さに て  

   の に っく と

   いて た して

   にな っく っく

   と

し

 さん

0
 

白
鷹
町
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　↑黒ゴマ・白ゴマでも代用可能
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の

 ※粉類が全部混ざるように、よく  

   ねります。

 ※もち米粉を使用する際は、ちょ

   うど良い固さになるまで調節し

   ながら少しずつ水を入れ、半日

   以上寝かせる。
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